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はじめに 
 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、及

び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本製品は、日本国外で使用

することや、医療機器、原子力機器、航空宇宙機器、など人命に関わる設備や機器、および高度な

信頼性を必要とする設備、機器での使用は意図されておりません。このような環境下での使用に関

しては一切の責任を負いません。 

本書に記載された製品を使用するによって生じた直接、間接の損害、データの消失等について、

株式会社ニューテックでは一切その責を負いません。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社ニュー

テックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけません。 

 

株式会社ニューテック 

〒105-0013 

東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX浜松町ビル 

http://www.newtech.co.jp/ 

 

Copyright© 2010, Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 

Windows は Microsoft Corporationの登録商標です。 

Macは Apple Inc.の登録商標です。 

 

本書利用者の前提条件 
 

本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するための、コ

ンピュータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な運用や発生する

問題を解決できる人を前提としています。 
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安全にお使いいただくために 
 

本製品を安全にお使いいただき、ケガや機器の障害を未然に防止するために、以下の注意事項

を良くお読みください。 

表示の意味 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症を負う

可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性が想

定される場合及び物的損害の発生が想定される内容を示しています。 

この記号は、強制（必ずすること）の行為であることを示します。具体的な強制

内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、注意（警告を含む）をうながす内容があることを示します。具体的

な注意喚起内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、禁止（してはいけないこと）の行為であることを示します。具体的な

禁止内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症を負う

危険が切迫して生じる場合が想定される内容を示しています。 

警告 

電源コードなどのケーブルを傷つけないでください。 
特に、電源ケーブルを傷つけると火災や感電、故障の原因となります。 万一、
ケーブルを傷つけたら販売店または弊社サポート窓口までご相談ください。 

本製品を、水を使う場所や湿気の多い所で使用しないでください。 
火災や感電、故障の原因となります。 

本製品やコンピュータ本体から煙が出たり異臭がした場合は、直ちに電源を切

り、電源コードをコンセントから抜いてください。 
すぐに販売店または弊社サポート窓口までご連絡ください。 
そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となります。 

本製品の内部に水などの液体や異物を入れないでください。 
万一入った時は、すぐに電源コードを抜いて販売店または弊社サポート窓口ま

でご連絡ください。 

本製品の分解、改造、修理をお客様ご自身で行わないでください。 
本製品や火災や感電、故障の原因となります。 
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本製品に添付又はオプションのケーブル、コネクタ以外はご使用にならないでく

ださい。 
火災や感電、故障の原因となります。 

ぬれた手で電源プラグを触らないでください。 
火災や感電、故障の原因となります。 

電源プラグの端子にほこりや金属物が付着したままご使用にならないでくださ

い。 
火災や感電、故障の原因となります。 
万一付着している場合は、良く拭き取ってからご使用ください。 

本製品の上に乗ったり、物を乗せたりしないでください。 
機器が故障したり、倒れてケガの原因になります。 

注意 
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1. QBOXの特長 
 

このたびは 4Bay Desktop RAID QBOXシリーズをお買い求め頂き、誠にありがとうございます。 

QBOXは、4台の3.5インチSATA HDDを搭載可能で、RAID 0 / 1 / 3 / 5 / 10 / Combine / Clear 

RAID (NRAID)等、種々の RAID レベルに対応できるほか、ホストインターフェースは高速な

USB2.0 / USB3.0 / eSATAをご使用できる特長を有しています。 

まず、それぞれの RAIDレベルについて説明いたします。 

 

● RAIDレベル 0 (非冗長) 

複数の HDD に分散して読み込み/書き込みを行

います。 

HDD を並列で動作させるため、高速な読み込み

や書き込みが可能になります。 

RAID5やRAID3と違いパリティ領域がないため、

どれか 1 つの HDD が故障するとデータがすべて

失われます。 

パリティ領域を必要としない分、すべての HDD 容

量が利用可能です。 

 

RAID 0 

 
 

 

 

 

 

● RAIDレベル 1 

2台のHDDに同じデータを書き込んでデータの安

全性を確保します。 

同じ内容を 2台の HDDに書き込むため、HDDが

1台壊れてもデータが損なわれません。 

2 台の HDD に同じ内容を書き込むため、利用可

能な容量は 1台分になるため、500GBのHDDを

2台使用すると 500GBの HDD1台のボリューム

として認識されます。 

※この構成では HDDが 2台必要です。 

 

RAID 1 
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● RAIDレベル 3 

RAID3 ではパリティを特定の HDD にのみ書き込

みます。 

常にパリティの HDDにアクセスが発生しますので、

パリティ HDD の速度がボトルネックになりうる可

能性があります。通常 RAID5 が利用可能な環境

では使いません。 

構成した RAID メンバの HDDの 1台がパリティと

して使用されるため、全体の容量から HDD1台分

を差し引いた容量が利用可能な容量となるため、

500GBのHDDを 4台使用すると 1.5TBのボリュ

ームとして認識されます。 

※この構成では HDDが 3台以上必要です。 

 

RAID 3 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● RAIDレベル 5 

複数の HDD に分散読み書き＋データパリティで

データ保護を行います。 

HDD を並列で動作させるため、高速な読み込み

や書き込みが可能になります。 

それぞれの HDD にパリティと呼ばれる領域を確

保し、そこにデータパリティを置くことで RAID メン

バの HDDのどれか 1台が故障してもデータが読

み込めるようになります。 

構成した RAID メンバの HDDの 1台分の容量が

パリティとして使用されるため、全体の容量から

HDD1 台分を差し引いた容量が利用可能な容量

となるため、500GB の HDD を 4 台使用すると

1.5TBのボリュームとして認識されます。 

※この構成では HDDが 3台以上必要です。 

 

RAID5 

 
 

RAID3 はパリティ専用の HDD にアクセスが集中

するため、特定の HDD 寿命が短くなることも想定

されますので、負荷分散が考慮されたRAID5をお

勧めします。 
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● RAIDレベル 10 

2台の HDD でミラーリングを構築し、それをストラ

イピングします。 

2台のHDDをRAID1（ミラーリング） して、それを

さらに RAID0（ストライピング）で高速化します。 

2台ずつペアになったHDDに同じ内容を書き込む

ため、利用可能な容量は全体の容量の半分にな

るため、500GBのHDDを 4台使用すると 1TBの

HDD1台のボリュームとして認識されます。 

※この構成では HDDが 4台必要です。 

 

RAID 10 

 
 

● Combine (非冗長) 

複数の HDDを連結して使用します。 

各HDDをつないで 1つのHDDに見せかけます。

この構成に限り、異なる容量の HDDで構築しても

HDDの容量が無駄になりません。 

RAID0 同様、パリティやミラーリング等のデータ保

護処理は行われませんので、どれか 1 つの HDD

が故障すると、データがすべて失われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Combine 

 
 

 

● Clear RAID (非冗長) 

HDD を別々に認識させます。HDD が複数台ある

場合は、複数のボリュームに割り当てて使用する

ことができます。 

eSATA 接続で複数の HDD を認識させる場合、

eSATA ホストがポートマルチプライヤに対応して

いる必要があります。 

 

Clear RAID 

 
 

尚、現在の RAID構成から別な RAIDレベルに変

更する場合は、Clear RAIDを設定することで一旦

RAID構成情報を消去する必要があります。 
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2. QBOXの新規導入 
 

製品の梱包を開けてから設置までの手順を説明します。なお、この章には QBOXの基本的な操

作方法も記載しておりますので、運用を開始される前に必ずお読みください。 

 

2-1. 梱包品一覧 

・QBOX本体(HDD内蔵) 

・USB3.0ケーブル(2m) ※Standard A – Standard B タイプ 

    USB2.0でも利用可能です。 

・eSATAケーブル(1m) 

・ACケーブル(1.1ｍ) 

・ドアロックキー（2個） 

・マニュアル CD ※RAID Manager for QBOX(管理ツール)を含む。 

 

 

 

QBOX本体 

USB3.0ケーブル eSATAケーブル 

ACケーブル マニュアル CD ドアロックキー 
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2-2. 梱包品の内容確認 

梱包箱を開梱したら梱包品一式が揃っていることを確認してください。万一、不足品があった場

合、速やかに弊社営業窓口、もしくは販売代理店までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

2-3. 設置場所の確認 

本製品を設置する場所については、以下の点にご注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品の出荷日より 30日以内にご連絡いただけない場合、その不足品の支給が
有償となることがあります。 

ホコリの多い場所、湿気の多い場所には置かない 
換気扇の近くなどホコリの多い場所、加湿器の近くや水仕事の作業場などには設置しないで

ください。また、工場など空気中に油分やその他微粒子がある環境での設置もできません。

このような環境に設置される場合は、防塵・防油の密閉型ビネットをご使用されることをお奨

めします。 

高温・低温になる場所 
直射日光の当たる場所や、暖房器具の近くなどには設置せず、周囲温度がなるべく常温(10
～35℃)の場所に設置してください。夜間・休日などエアコンが停止するオフィスなどの環境
では、24時間連続稼動システムの運用は避けてください。これは、夏場エアコンの停止す
る休日に 24時間連続稼動システムのトラブルが多く報告されており、後の調査で、その環境
が 45℃を超える事例もあったためです。また、サーバールームを設けていても、エアコンが集
中管理されている場合は、オフィスと連動しているため、冬場は冷房に設定できない場合もあ

ります。したがって、サーバールームのエアコンに、必ず独立稼動できるタイプを設置してくだ

さい。 

振動のある場所 
机上でも引き出しの開閉が頻繁に行われる場所や、振動を起こしている機器の近くには設置

しないでください。 

他の装置とのスペース 
本製品の左右は 5cm程度の余裕をもってください。 
背面のファン部は、30cm程度のゆとりをもってください。スペースが少ないと冷却効果が低
下し、HDDの故障などの原因となります。 
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2-4. 製品各部の名称 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-5. HDDの組み込み方法 

 

 

 

（前面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①取出し用ラッチ 

②ドアロック 

③HDDアクセス LED 

④パワーLED 

⑤電源スイッチ 

⑥RAID LED 

⑦ホスト接続 LED 

⑧フロントドア 

HDDを接続するまで、電源プラグはコンセントから抜いておいてください。  
コンピュータの電源が入った状態で作業を行うと、感電などの事故や、故障の原

因となります。 

（背面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①電圧切替スイッチ 

 「115」側に固定で使用します。 

②RAID設定スイッチ 

③RAID SETボタン 

④eSATA コネクタ 

⑤USB3.0 コネクタ 

 USB2.0でも使用できます。 

⑥AC コネクタ 

日本国内の商用電源は、AC100V、50/60Hzですので、電圧切替スイッチは必
ず「115」側に固定して使用してください。  
「230」側で使用すると、動作不良や故障の原因となります。 
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HDD接続の際には、静電気に十分注意してください。 

人体に滞留した静電気が精密機器を故障させる原因になることがあります。 

作業の前に、金属のフレームなどに触れて放電するか、静電気防止バンドなどをお使いください。 

 

■組み込みの前に 

 ・HDDおよび本製品の基板部は精密機器ですので、衝撃には十分ご注意ください。 

 ・HDD接続の際には、静電気に十分注意してください。人体に滞留した静電気が精密機器を 

故障させる原因になることがあります。作業の前に、金属のフレームなどに触れて放電するか、静

電気防止バンドなどをお使いください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. フロントドアのドアロックが解錠状態にあることを確認します。 

 
 

 

 

 
フレームや HDD コネクタ、基板で手を切らないようにご注意ください。 

既にデータの入っている HDDを接続する場合は、接続時の不測の事態に備え
て必ずデータのバックアップを行ってください。 
また、本製品は HDDのホットスワップには対応しておりませんので、電源を入
れたままの HDDの抜き差しは行わないでください。 

 
HDDやドア等、各金具の端で手を切らないようにご注意ください。 
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2. フロントドアの取出し用ラッチを手前に引きます。 

 
 

3. フロントドアを開けます。 

 
 

 
本製品のドアに手を挟んだり、本製品のフレームや HDDの基板面、コネクタ等
で手を切らないよう十分ご注意ください。 
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4. HDDの表面を上にして筐体内に入れ、軽く当たったところで止めます。 

 
 

5. HDDがフロントドア内側の金属バネより奥に差し込まれていることを確認したら、フロントドアを

閉めます。 

 
 

 

 

本製品のドアに手を挟んだり、本製品のフレームや HDDの基板面、コネクタ等
で手を切らないよう十分ご注意ください。 
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6. 下段もそれぞれ同じようにセットして完成です。 

安全のため、長時間ご使用になる場合にはドアロックを施錠してご使用ください。 

 
 

7. HDDの取り外し。 

取り付けたときと同じようにフロントドアを開けると、中の HDDがコネクタから外れて前へ押し

出されます。そのまま HDDを手で引き出してください。 

 
 本製品のドアに手を挟んだり、本製品のフレームや HDDの基板面、コネクタ等

で手を切らないよう十分ご注意ください。 
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2-6. PC との接続方法 

       QBOX 

 
 

 

 

(補足) eSATAポートマルチプライヤーとは 

eSATAポートマルチプライヤーは、SATA規格のひとつです。 

従来 SATAはホストとデバイスを 1対 1でつなぐことしかできませんでしたが、ポートマルチプライヤー

機能を使用すると、1本のeSATAケーブルで最大5台までのeSATA機器を認識させることができます。 

また、ホスト側がポートマルチプライヤーに対応していない場合、デバイス側がポートマルチプライヤー

対応で複数の HDDを搭載したとしても HDDは 1台しか認識されません。 

 

 

SATA接続＋clear RAID設定で HDDをそれぞれ独立して認識させる場合は、
eSATAホストがポートマルチプライヤに対応している必要があります。 
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2-7. 対応機種 

■eSATA接続 

 ポートマルチプライヤー対応 eSATAインターフェースを備えた PC/AT互換機または Mac 

 

■USB接続 

1. Windows 

 ・USB3.0 インターフェースポートを搭載した PC/AT互換機（USB3.0モード動作時） 

 ・USB2.0 インターフェースポートを搭載した PC/AT互換機（USB2.0モード動作時） 

 ・CPU クロック ２GHz / メインメモリ１GB以上推奨 

※intelチップセット搭載モデル推奨 

※sis7000/7001/7002.PCI to USB Host Controller搭載 PCは、USB Host Controllerの問題で

正常に動作しない可能性があります。 

 

2. Mac 

・USB2.0 インターフェースポートを搭載した MacPro、iMac、Macbook、MacBook Pro※ 

PowerPC搭載の Macは動作保証外になります。 

※Macで使用する場合は USB2.0（480Mbps）での接続になります。 

 

2-8. 対応 OS 

■Windows 

 ・Windows 7（32bit/64bit）/ Windows Vista（32bit/64bit）/ Windows XP（32bit SP3） 

・Windows Server 2008 (32bit/64bit）/ Windows Storage Server 2008（32bit/64bit） 

※Windows 95/Windows 98/Windows 98SE/Windows 3.x/Windows NT/Windows 

Me/Windows 2000では動作しません。 

※Windows 98発売以前に発売、製造されたコンピュータは、USBポートの問題で正常に動作し

ない場合があります。 

※すべての環境での動作を保証するものではありません。 
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■Mac 

 ・Mac OS 10.4.11、10.5.8、10.6.2（2010年 3月時点） 

※USB2.0ポートを標準搭載していない機種に関してはサポート対象外となります。 

 

※製品の性質上、すべての環境、組み合わせでの動作を保証するものではありません。 

 

 

 
本製品は USB3.0接続時の OS起動には対応していません。 
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3. QBOXの使用方法 
 

3-1. 本体 LEDについて 

本製品の LEDは次のような動作を示します。 

 
 

3-2. 電源 ON/OFF方法 

電源スイッチはプッシュロック式で、押し込むとロックされ電源が ONになります。 

ロックされた状態からさらに押し込むとロックが解除され、電源が OFFになります。 
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3-3. スリープモードについて 

本製品は、組み込んだ HDDに 5分（初期値）以上アクセスがない場合、または PC との接続を切

り離した場合（PCの電源 OFFを含む）スリープモードに入り、HDD とファンの回転が停止します。 

 
 

HDDにアクセスを再開、または PC と再接続すると、スリープモードが解除されます。 

※スリープモード時は約3W程度の電力を消費しますので、長時間使用しない場合は本製品の電

源を OFFにすることをおすすめします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

clear RAID設定時、スリープモードは機能しません。また、HDDに定期的にア
クセスしているアプリケーションやユーティリティが起動している場合もスリープ

モードは機能しませんので、あらかじめご了承ください。 

本製品のスリープモードは、WindowsなどのOS機能によって制御される HDD
のスタンバイ機能（電源管理）とは異なりますので、本製品がスリープモードに

移行している間に OS側からのアクセスでエラーとなる場合があります。 
あらかじめご了承ください。 
なお、スリープモードをご利用される場合は、ご使用になる OS との相性を十分
に確認した上でご利用ください。 
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4. RAIDを構築する 
 

QBOXで RAIDを構築する方法には、本製品背面の「RAID設定スイッチ」を使って行う方法と、

「RAID Manager for QBOX」（ソフトウェア）を使う方法の 2通りあります。 

 

 

 

4-1. RAID設定スイッチを使って RAIDを構築する 

1. HDDを接続する 

HDDを接続します。 →「2-5. HDDの組み込み方法」を参照してください。 

 

2. clear RAID状態にする 

他のRAIDレベルで使用していたHDDを別のRAIDレベルに変更する場合は、必ず“HDDを

本機に接続したまま”clear RAIDに変更してください。 HDDに書き込まれているRAID構成情

報を一旦削除します。 

 

 

 

 

本体背面の RAID設定スイッチを clear RAIDに合わせて、RAID SETボタンを押し続けなが

ら電源を入れます。 電源投入時に「ピッ！」という音が鳴れば正常です。 

 

 
 

 

 

RAIDを構築すると HDDの内容はすべて利用できなくなります。必要なデータ
はあらかじめバックアップをしておいてください。 

RAID情報の削除を行うため他の RAIDレベルで利用していた HDDは、clear 
RAIDにした段階で HDDの内容が改変されます。必要なデータはあらかじめバ
ックアップをしておいてください。 
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3. RAIDレベルを変更する 

本体背面のRAID設定スイッチを新たに設定するRAIDレベルに合わせて、RAID SETボタン

を押し続けながら電源を入れます。 電源投入時に「ピッ！」という音が鳴れば正常です。 

 

 
 

 

 
 

RAID1/10を選択した場合は、HDDが 2台だけ接続されている場合に RAID1、HDDが 4台

接続されている場合に RAID10がそれぞれ構築されます。 

 

 

完了したら PC と接続します。 

PCのユーティリティ（Windowsの場合：ディスクの管理、Macの場合：ディスクユーティリティ） 

を開いて設定通りの容量で認識されているかを確認してください。 

※ USB接続の場合はPCが起動していてもそのままホットプラグで認識可能ですが、eSATA

接続の場合はOSの起動時に接続しておかないと認識しないホストアダプタがありますので

ご注意ください。 

 

 

 

（RAID設定スイッチ） 
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4-2. RAID Manager for QBOX使って RAIDを構築する 

QBOXのマニュアルCDには、QBOXの管理ツールである「RAID Manager for QBOX」が添付さ

れています。RAID Manager for QBOXは、Windows専用のアプリケーションソフトウェアで、RAID

の管理・構築や、障害発生時のメール通知機能の設定、イベントログの確認を行うことができます。 

 

1. RAID Manager for QBOXをインストールする 

 
 

2. 

 
 

 

製品に添付されているマニュアル CD
の内容を表示し、 
【RAIDManagerForQBOX】をダブルク
リックします。 

【setup.exe】をダブルクリックするとイ
ンストールが開始されます。 
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3. 

  

 
4. 

 

 

【インストール】をクリックするとインスト

ールが開始され、【ファイルのコピー開

始】の画面に移行します。 

【終了】をクリックすると 
RAID Manager for QBOXが起動され
ます。 
RAID Manager for QBOXを直ちに起
動したくない場合は、 
【アプリケーションをいますぐ起動する】

のチェックボックスのチェックを外して

【終了】をクリックしてください。 
 
この場合は、デスクトップ上に作成され

た【RAID Manager for QBOX】のアイ
コン（ショートカット）をダブルクリックし

て、RAID Manager for QBOXを起動
してください。 
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5. RAID Manager for QBOXを起動する 

 
 

6. clear RAID状態にする 

 

   
 

  
 

RAID Manager for QBOXが起動され
ると左図の【Basic Mode】-【RAID とデ
ィスクの情報】画面が表示されます。 
 
RAIDを構築する場合、clear RAIDの
状態で行ってください。 
 
RAIDを構築する場合や clear RAID
状態に設定する場合は、左のタブをク

リックし、【ベーシック RAID構成情報】
の画面で行います。 
 
※本章では全て「Basic Mode」内の 
 機能につて説明しています。 

clear RAIDに設定可能な場合は、左
の【ベーシック RAID構成情報】の 
【全ての RAIDを削除する】がチェック
できるようになっていますので、ここに

チェックを付けて【適用】をクリックしま

す。 
clear RAIDを本当に実行するかを確
認するためにポップアップが表示され

ますので、実行する場合は、【Yes】、
実行を止める場合は【No】をクリックし
ます。 
 
すでに clear RAID状態になっている
場合は、【全ての RAIDを削除する】に
チェックを付けることができませんの

で、この処理は不要です。 

clear RAID実行の進捗状況を表
示した後、【Warning Message】
の画面で処理の完了（RAIDが削
除されたこと）を示します。 
【OK】をクリックしてください。 
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※「4-1. RAID設定スイッチを使ってRAIDを構築する」の 2項の方法でも、clear RAID状態に設定 

することができます。 

 

7. RAIDを構築する 

 

     
 

   
 

 

 

RAID情報の削除を行うため他の RAIDレベルで利用していた HDDは、clear 
RAIDにした段階で HDDの内容が改変されます。必要なデータはあらかじめバ
ックアップをしておいてください。 

RAIDの構築は、【ベーシック RAID構
成情報】の画面で行います。 
 
clear RAID状態になっていると、HDD
は「未使用」になっています。 
 
構築したいRAIDレベルにチェックを入
れ、【適用】をクリックしてください。 
 
RAIDの構築を本当に実行するかを確
認するためにポップアップが表示され

ますので、実行する場合は、【Yes】、
実行を止める場合は【No】をクリックし
ます。 

RAID構築の実行の進捗状況を
表示した後、 
【Information Message】の画面
で処理の完了（RAIDが削除され
たこと）を示します。 
【OK】をクリックしてください。 
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8. RAIDの構築完了 

 
 

・番号 

構築されている RAIDアレイの番号。 

例えば、QBOX内の 4台の HDDの内、2台の HDDで RAID1を構築し、残り 2台で別の

RAID1を構築した場合、それぞれの RAIDアレイには、番号が 1、2 として付与されます。 

・RAID名 

RAID5で構築された場合、RAID名は「H/W RAID5」、RAID1で構築された場合、RAID名は

「H/W RAID1」のように表示されます。 

・RAIDレベル 

構築された RAIDレベル（例は RAID5） 

・容量 

RAIDアレイで使用できる容量を示します。 

・ディスクナンバー 

構築されたRAIDアレイに参加している HDDの番号です。本製品の上から順に「D1」、「D2」、

「D3」、「D4」となります。 

 

 

RAIDの構築が完了すると、左の 
【ベーシック RAID構成情報】に基本的
な RAID構成情報が表示されます。 
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4-3. ディスクの故障とリビルド 

1. ディスクの故障 

HDDの故障時、故障した HDDのアクセス LEDが消灯し、「ピピピピ」というアラームが鳴りま

す。背面の RAID SETボタンを押すと、アラームが停止します。 

設定したモードに応じて故障したディスクの除去、交換を行ってください。 

 

 
 

・RAID1、RAID3、RAID5、RAID10の場合 

故障した HDDが 1台までであればデータは保持されています。故障した HDDを交換してリビ

ルドを行ってください。→リビルド方法を参照してください。 

HDDを交換するまで本製品起動時にアラームが鳴り続けます。 

 

・RAID0、Combineの場合 

残念ながら、HDDが 1台故障しただけでデータが失われます。故障した HDDを交換するか取

り除いて、“clear RAID”の手順から設定をやりなおしてください。→clear RAID状態にする 

clear RAID状態になるまで本製品起動時にアラームが鳴り続けます。 
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・clear RAIDの場合 

故障した HDDの内容は失われますが、他の HDDには影響ありません。故障した HDDを取り

除くか交換してください。交換した HDDはフォーマット後、使用可能になります。 

 

 

2. リビルド方法 

電源を切って故障した HDDを交換し、再度電源を投入すると自動的にリビルドが開始されま

す。 

※交換する HDDは必ず故障した HDD と同じか、より大きい容量のものをご用意ください。 

 ・リビルド中は交換したスロットの HDDアクセス LEDが赤色に点滅します。 

 ・リビルドが終了すると、LEDは青色の点灯に戻ります。 

 

 
 

いちどリビルドが開始されると、PC と接続していなくてもリビルドが行われます。 

※リビルドの前、またはリビルドの途中で RAIDレベルの設定変更を行わないでください。リビルド

が正常に開始・再開されません。 

※リビルド中に電源を切っても、電源再投入後にリビルドが再開されますが、できるだけリビルド終

了まで電源を切らずにおいてください。 

※リビルド中は HDDの交換をしないでください。 
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・リビルドする際の HDD交換位置に関して 

HDDを交換する際は、必ず取り外した位置に交換する HDDを接続してください。 

例）1～3段目で RAIDを構成している場合、1～3段目の代わりに空いている 4段目に新たな

HDDを接続してもリビルドは開始されません。 

 

・リビルドの所要時間 

リビルドは構築している RAIDの容量や、使用している HDDの容量が大きくなるほど、長くかか

ります。 

1TBの RAIDを構築している場合は、リビルドの完了までに約 5時間（※）かかります。 

※参考値です。HDDのメーカー、型式などの種類によっても異なることがあります。 
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5. 領域の確保とフォーマット 
 

本章では、HDDにパーティションを分割しない設定で領域を確保する操作を説明しています。 

細かく分割する操作に関しては、各オペレーティングシステムのヘルプや参考書を参考にしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

5-1. Windows 7、Wondows Vistaの場合 

 

1.  

 
 

 
 

 

 

 

この手順どおりに処理を行うと、HDDのフォーマットを行ってHDD内に入ってい
るデータを消去します。消したくないデータが入っている場合は、領域の確保と

フォーマット処理は行わないようにしてください。 

【コントロールパネル】→【表示方法：小

さいアイコン】→【管理ツール】 
（Windows 7） 

【コントロールパネル】→【クラシック表

示】→【管理ツール】 
（Windows Vista） 



Newtech Co.,Ltd. 

27 

 

 

 
 

2.  

 
 

3. 

  
 

※コントロールパネルを開いても 
【クラシック表示】にしないと管理 
ツールが表示されませんのでご 
注意ください。 

【管理ツール】の中の【コンピュータの

管理】を開きます。 
 
※このとき【ユーザーアカウント制 
限】ウインドウが表示されます。 
【続行】をクリックしてください。 
続行できない場合は、ユーザーに 
管理者としての権限がありません。 
システムの管理者にご相談くださ 
い。 

【コンピュータの管理】の【ディスクの管

理】を選択すると、接続したディスクが

【初期化されていません】と表示されて

います。 
そこを右クリックして表示されるポップ

アップメニューから【ディスクの初期化】

を選択します。 
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4. 

 
 

 

 

 

 

 

5. 

 
 

 
 

【ディスクの初期化】ウインドウが表示

されます。 
 
先ほど選択したディスクで間違いない

かを確認して【OK】をクリックします。 
※パーティションスタイルについて 
パーティションスタイルに関しては 
2TB以上の容量を扱う場合以外 
は、MBR形式を使用することをお 
すすめします。 
GPT形式は、Windows 2000や 
Windows XP等では読み書きする 
ことができません。 
また、ハードウェアの仕様によっ 
て、2TBを超える容量が扱えない 
場合もございます。 
GPT形式であれば 2TBを超える 
容量が扱える訳ではないことに注 
意してください。 

ディスクの初期化】が完了するとディス

クの状態が【オンライン】に変わりま

す。 
この状態ではまだ使用できませんの

で、ボリュームを作成してフォーマット

する必要があります。 
 
ディスク名の表示の右側の、容量が表

示されているところを【右クリック】する

と、ポップアップメニューが表示されま

すので【新しいシンプルボリューム】を

選択します。 
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6. 

 
 

7. 

 
 

8. 

 
【次の空の NTFS フォルダにマウントする】と【ドライブ文字またはドライブパスを割り当てない】は通

常使いませんので選択しないでください。 

こちらの機能を選択する場合は、Windowsの説明書、ヘルプ、参考書籍等をご参照ください。 

【新しいシンプルボリュームウィザード】

が表示されます。 
設定する箇所はありませんので 
【次へ】をクリックします。 

【ボリュームサイズの指定】が表示され

ます。 
MB（メガバイト）単位でボリュームサイ
ズを指定します。 
ここで指定したサイズがパーティション

サイズとなりますので、任意の数値を

指定してください。特に指定しなければ

最大容量で設定されます。 
設定したら【次へ】をクリックします。 

【ドライブ文字またはパスの割り当て】

ウインドウが表示されます。 
ドライブ文字は、マイコンピュータや 
エクスプローラで割り当てられるドライ

ブのアルファベットです。通常、Cが起
動ドライブで以降アルファベット順に割

り当てられます。特に指定がなければ

空いている割り当て番号のいちばん若

いアルファベットが割り当てられます。 
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9. 

 
 

・ファイルシステム 

NTFSを選択します。他のファイルシステムは使用しないでください。 

・アロケーションユニットサイズ 

パーティションのアロケーションユニットサイズを指定します。特に使用するアプリケーション等

の指定がない限り、規定値で問題ありません。 

 ・ボリュームラベル 

マイコンピュータ等から表示されるボリュームラベルを設定します。 

・クイックフォーマット 

このチェックボックスを有効にすると、フォーマットする際にクイックフォーマットでフォーマットを

行います。 

通常のフォーマットと違い、ディスクの全領域をベリファイしませんので、時間がかからない替

わりに、不良セクタ等の代替も行われません。お使いのディスクの状態に合わせて選択してくだ

さい。 

・ファイルとフォルダの圧縮を有効にする 

このチェックボックスを有効にすると、ファイルとフォルダの圧縮が有効になります。 

通常よりも大きな容量を使用できるようになりますが、パフォーマンスの面では圧縮されていな

い状態よりも劣ります。 

一部のアプリケーションではこの設定が推奨されていないこともありますのでご注意ください。 

設定が終わりましたら、【次へ】をクリックします。 

 

【パーティションのフォーマット】ウインド

ウが表示されます。 
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10. 

 
 

11. 

 
 

 

【新しいシンプルボリュームウィザード

の完了】ウインドウが表示されます。 
 
テキストボックスの設定を確認して【完

了】をクリックするとフォーマットが開始

されます。 

これでフォーマットの作業は完了です。 
ディスクの管理の容量表示ウインドウ 
には、フォーマット完了までの進行状

況が表示されます。 
フォーマットが完了すると、マイコンピュ

ータにディスクが表示され、使用 
可能になります。 
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5-2. Windows XPの場合 

 

 

 

 

 

1. 

 
 

2. 

 
 

フォーマットにはアドミニストレータ権限を持っているユーザーでログインして行

ってください。 

スタートメニューのマイ コンピュータを
【右クリック】で開き【管理】を選択しま

す。 
【コンピュータの管理】ウインドウが開き

ます。 

【コンピュータの管理】ウインドウの 
【ツリー】の中から【ディスクの管理】を

選択すると、【ディスクのアップグレード

と署名ウイザード】が表示されます。 
【次へ】をクリックします。 



Newtech Co.,Ltd. 

33 

 

 

3. 

 
 

4. 

 
 

5. 

 
 

【署名するディスクの選択】ウインドウ

が表示されます。 
署名するディスクにチェックを入れて

【次へ】をクリックします。 

【ディスクのアップグレードと署名ウイ

ザード完了】ウインドウが表示されま

す。 
【完了】をクリックしてウインドウを閉じ

ます。 

次にパーティションの作成を行います。 
【未割り当て】と表示され、斜線になっ

ているディスクがフォーマットされてい

ないディスクですので、【未割り当て】と

表示されている部分を【左クリック】で

選択し、【右クリック】でメニューを開き、

【パーティションの作成（Ｐ)..】を選択し
ます。 
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6. 

 
 

7. 

 
 

8. 

 
※既定値は最大容量（1パーティション）ですが、複数のパーティションを作成するには、容量を減ら

し、【パーティション作成ウイザード】を繰り返して行うことで、複数のパーティションを作成すること

ができます。 

【パーティション作成ウイザード】が表

示されます。 
【次へ】をクリックします。 

【パーティションの種類を選択】ウインド

ウが表示されます。 
【プライマリパーティション】を選択 
して【次へ】をクリックします。 
※1つのディスクを 5つ以上のパーティ
ションに分割する場合は、拡張パー 
ティションを選択します。 

【パーティションサイズの指定】ウインド

ウが表示されます。 
【次へ】をクリックします。 
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9. 

 
 

10. 

 
 

・アロケーションユニットサイズ 

アロケーションユニットの大きさを設定します。通常は既定値のまま変更する必要はありません。 

・ボリュームラベル 

【マイコンピュータ】で表示されるボリューム名です。指定しなければ既定の【ボリューム】というボ

リュームラベルが設定されます。 

・クイックフォーマットする 

このチェックボックスを入れておくとフォーマット時にクイックフォーマットを行います。 

以前フォーマットされていた HDDのみ使用可能です。新規のディスクはクイックフォーマットする

ことができません。 

【ドライブ文字またはパスの割り当て】

ウインドウが表示されます。 
ドライブ文字を指定して【次へ】を 
クリックします。 
※【ドライブパスをサポートする空のボ 
リュームにマウントする（M)】は 
Windows XPの機能で、元々あった 
HDDの中に、新しい HDDを増設す
る方法です。詳しくはお使いの 
Windowsの説明書、ヘルプ、参考 
書籍等をご参照ください。 

【パーティションのフォーマット】ウインド

ウが表示されます。 
このウインドウでフォーマット設定をす

ることができます。 
 
・使用するファイルシステム 

NTFS と FAT32が選択可能です。 
 
※Windows XPでは 32GBを越える 

FAT32ボリュームをフォーマットする
ことができません。 
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・ファイルとフォルダの圧縮を有効にする 

Windowsのファイル圧縮機能を使用します。 

ファイルを圧縮して格納することにより、実際の容量よりも大きく使用することが可能ですが、仕

様的にファイルの読み書き速度の低下を招くようです。詳しくはお使いのWindowsの説明書、ヘ

ルプ、参考書籍等をご参照ください。 

 

 すべて設定して【次へ】をクリックします。 

 

11. 

 
 

12. 

 

 

【パーティション作成ウイザードの完

了】ウインドウが表示されます。 
【完了】をクリックして閉じます。 

フォーマットが開始されます。 
【ディスクの管理】で表示されるステー

タスが【フォーマット中】になります。 
進行状況が 100%になり、ステータス
が【正常】になればフォーマット完了で

す。 
使用可能になっていますので、マイコ

ンピュータからディスクアイコンを開い

てコピーなどを行ってみてください。 

フォーマット中にディスクにアクセスしようとすると警告が表示されま

すが故障ではありません。 
フォーマット中は、コンピュータ、HDDの電源を切ったり、ケーブルを
取り外したり、Windowsを終了しないでください。故障の原因となりま
す。 
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5-3. ハードウェアの取り外しについて 

本機は USB接続時、PC起動中にハードウェアの取り外し（PC との接続解除）が可能です。 

 ※eSATA接続時のハードウェアの取り外しは、PCの電源を切った状態で行ってください。 

 ※RAID障害時のHDDの取り外し及び交換については「4-3. ディスクの故障とリビルド」の項を 

ご参照ください。 

 

 

 

 

 
 

1. 本機を接続すると、タスクトレイに【ハードウェアの取り外し】アイコンが表示されます。 

取り外す際は【ハードウェアの取り外し】アイコンをクリックします。デバイス名は以下のように

表示されます。 

・Windows XP  ：USB大容量記憶装置デバイス 

・Windows Vista ：USB大容量記憶装置 

・Windows 7  ：USB to ATA / ATAPI Bridge 

2. 取り外し完了のメッセージが表示されれば完了です。 

電源を切ってケーブルを取り外してください。 

※取り外しの詳しい手順はOSにより異なりますので、お使いのWindowsの説明書、ヘルプ、参考

書籍等をご参照の上、作業を行ってください。【ハードウェアの取り外し】の手順を経ずに本機を

取り外すと、HDDのデータが破損したり、消失するおそれがありますので、必ず【ハードウェアの

取り外し】の処理を行ってください。 

本製品はホットスワップには対応しておりませんので、HDDの取り付け、取り外
しをする際は必ず本製品の電源を切った状態で行うようにしてください 
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5-4. Macの場合 

MacOS Xでは MacOS標準のドライバを使用します。 

※あらかじめ MacOS 9.xで初期化された HDDは、フォーマットせずに使用可能です。 

MacOS Xでのフォーマットは OS標準の【Disk Utility】を使用します。 

 

1. 

 
 

2. 

 
 

【Disk Utility】を起動します。 
※【Disk Utility】は、アプリケーション＞ 

Utilityの中にあります。 
左側に接続されているフォーマット 
可能ディスクの一覧が表示されま 
す。 
本機に接続した HDDは、 
【xx GB Century】と表示されます 
（xxは接続した HDDの容量。） 
 
これをクリックして選択します。 

接続されているディスクの情報が表示

されます。 



Newtech Co.,Ltd. 

39 

 

 

3. 

 
・ボリューム情報 

 ボリューム情報は【ボリュームの方式】で選択されたボリューム情報を変更します。 

【ボリュームの方式】で別のパーティションを選択するとパーティション毎に設定を変更することが

可能です。 

・名前 

 作成するボリューム名を変更できます。変更しないと【名称未設定】という名前が付けられます。 

・フォーマット 

 作成するボリュームのフォーマットを選択します。【MacOS標準】、【MacOS拡張】、【UNIX ファイ 

ルシステム】、【空き領域】が選択できます。通常は【MacOS標準】か【MacOS拡張】を選択してく 

ださい。 

・サイズ 

 作成するボリュームのサイズを変更できます。 

・オプション 

 【MacOS 9ディスクドライバをインストール】のチェックをするとMacOS 9で動作するドライバをイン 

ストールします。 

・分割 

 選択されているボリュームを同じ容量で分割します。 

・削除 

選択されているボリュームを削除します。 

・元に戻す 

 直前の変更を元に戻します。 

上の【パーティション】タブをクリックしま

す。 
パーティション設定を変更できます。 
 
 
 
 
・ボリュームの方式 
 作成するボリューム数を選択します。 
 8つまで分割して作成することが可能
です。 
・ボリューム 
メディアの分割状況が表示されます。 



4Bay Desktop RAID QBOX 

40 

 

 

4. 

 
 

5. 

 
 

 

 

すべて決定したら右下の【OK】をクリッ
クします。 
警告が表示されます。 
 
 
作成する場合は【パーティション】を、キ

ャンセルする場合は【キャンセル】をク

リックします。 

パーティションが作成され、デスクトッ

プにマウントされます。 
 
 
取り外しをする場合はこのアイコンを

Dockの中のごみ箱にドロップします。 
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6. メンテナンス機能 
 

本章では、RAIDを構築する方法以外の「RAID Manager for QBOX」が提供するメンテナンス機能

と、その操作方法を説明しています。 

「RAID Manager for QBOX」のインストールについては、「4-2. RAID Manager for QBOX使って

RAIDを構築する」の第 1～4項までを参照してください。 

 

6-1. ディスクの状態を確認する 

 

 
 

 

ディスクの状態は、【Basic Mode】-
【RAID とディスクの情報】から確認す
ることができます。 
 
左側のディスクのリストより確認したい

ディスクを選ぶと基本的な情報が確認

できます。 
 
 
 
 
 
 
 
また、さらに詳しい情報（状態）を知り

たい場合は、右側の【詳細情報】をクリ

ックしてディスクの S.M.A.R.T情報を
確認してください。 
 
確認が済みましたら【OK】をクリックし
てとウィンドを閉じてください。 
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6-2. イベントログを見る 

 

 
 

 

イベントログは、【Basic Mode】-【イベ
ントログ一覧】の画面から確認します。 
 
また、イベントログは【ファイルに保存

する】をクリックすることで、ログファイ

ルを保存できます。 
 
全てのイベントログを消去する場合

は、【クリア】をクリックします。 
また、RAID Manager for QBOXを再
インストールした場合もイベントログは

消去されます。 

【ファイルに保存する】をクリックすると

左の画面が表示され、イベントログをフ

ァイルに保存することができます。 
ファイル名を入力して【保存】をクリック

してください。 
 
保存先のフォルダを指定しない場合

は、「C:\Program Files\QBOX」フォル

ダ内に指定したファイル名で保存され

ています。拡張子は「.log」です。 
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6-3. 電子メール通知とイベント設定 

 
 

【テストメールの内容】 

件名： EMail Notification from RAID Manager for QBOX 

内容： Send a mail to test if the specified recipient(s) receive the notification mail  

 properly or not. 

 

 
 

 

本項の設定は、【Advanced Mode】-
【電子メール通知とイベント設定】の画

面から行います。 
 
必要な項目の全てを入力したら、 
【適用】をクリックしてください。 
 
電子メール通知に必要な情報が正しく

設定されているかは、【テストメールを

送信する】をクリックして確認できます。

テストメールの内容は、以下のような

内容で送信されます。 

【プロファイルに保存する】をクリックす

ると左の画面が表示され、設定情報を

ファイルに保存することができます。 
ファイル名を入力して【保存】をクリック

してください。 
 
保存先のフォルダを指定しない場合

は、「C:\Program Files\QBOX」フォル

ダ内に指定したファイル名で保存され

ています。拡張子は「.cfg」です。 

 

保存されている設定情報を【プロファイ

ルからロードする】で読み出し、RAID 

Manager for QBOX の【適用】をクリック

すると元の状態に戻ります。 
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【電子メール通知に必要な情報】 

・SMTPサーバー名 

SMTPサーバー名（DNSが設定されている PCの場合）、若しくは SMTPサーバーの IPアドレ

スを入力してください。 

・SMTPサーバーポート 

SMTPポート番号を指定します。通常は 25ですが、認証を必要とする SMTPサーバーは 587を

使用しています。 

・送信者の電子メール 

電子メール通知を行う場合の送信者となるメールアドレスを入力します。 

・送信者のユーザー名 

SMTPサーバーで認証される送信者のユーザー名です。 

・送信者のパスワード 

SMTPサーバーで認証される送信者のパスワードです。 

・受信者の電子メール 

電子メール通知の送信先メールアドレスを入力します。 
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【通知できるイベント】 

QBOXでは、故障などが発生した際に電子メールを用いて通知するイベントをあらかじめ指定し

ておくことができます。 

通知されるイベントの種類は、その緊急性や重要度に応じて次のように分類されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 RAIDは破損状態中 

構成されて RAIDアレイが破損していることを意味します。この場合、残念ながら RAID内のデー

タは消失している可能性が高い状態です。 

 リビルドプロセスは失敗しました 

何らかの原因でリビルドプロセスが失敗したことを意味します。リビルド中にディスクエラーなどが

発生しる可能性がありますので、他のエラーが無いか調べてください。 

 データのリードライトに失敗しました 

ディスクへのリード、またはライトに失敗したことを意味します。このディスクは RAIDから切り離さ

れて故障として扱われますので、速やかにディスクを交換する必要があります。 

 今の RAID構成は不完全です（非保護） 

ディスクの故障などで、RAIDの冗長性が失われたことを意味します。速やかにリビルドを実施し

て RAIDの冗長性を回復してください。 

 温度が異常です 

QBOX内の温度が異常であることを意味します。設置場所の温度が高い、設置場所に十分な空

間が無く冷却効率が低下している、冷却ファンが故障しているなどの原因が考えられます。 

 電圧が異常です 

QBOX内の電圧に異常が認められることを意味します。装置内部が故障している可能性があり

ますので、弊社までご連絡のうえご返却ください。 

マーク 重要度 イベントの種類 

 エラー （Error） 高 
・RAIDは破損状態 
・リビルドプロセスは失敗しました 
・データのリードライトに失敗しました 

 警告 （Warning） 中 

・今の RAID構成は不完全です（非保護） 
・温度が異常です 
・電圧が異常です 
・ファンスピードが異常です 
・ディスクが抜き取られました 
・一つの RAIDが削除されました 

 情報 （Information） 低 
・ディスクが挿入されました 
・リビルドプロセスが完了しました 
・一つの新規 RAIDが作成されました 
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 ファンスピードが異常です 

冷却ファンの回転速度に異常があることを意味します。冷却ファンが故障している可能性があり

ますので、弊社までご連絡のうえご返却ください。 

 ディスクが抜き取られました 

QBOXの電源を停止せずにディスクを抜き取ったか、または電源オフ中にディスクを抜き取った

後に電源を起動したことを意味します。本製品ではホットスワップには対応しておりませんので、デ

ィスクの取り外しは必ず電源オフの状態でおこなってください。尚、電源オン中にディスクを抜き取

ったことによる障害につきましては、弊社では保証いたしかねますので、ご了承ください。 

 一つの RAIDが削除されました 

RAIDアレイを削除したことを意味します。この場合、保存されていたデータは消失しますので、

十分に注意して実施していただくことと、RAIDを削除する前にバックアップを取っておくことを推奨

します。 

 ディスクが挿入されました 

QBOXの電源を停止せずにディスクを挿入したか、または電源オフ中にディスクを挿入した後に

電源を起動したことを意味します。本製品ではホットスワップには対応しておりませんので、ディス

クの挿入は必ず電源オフの状態でおこなってください。尚、電源オン中にディスクを挿入したことに

よる障害につきましては、弊社では保証いたしかねますので、ご了承ください。 

 リビルドプロセスが完了しました 

リビルドが完了し、構成したときの RAIDレベルに回復したことを意味します。冗長性も回復して

いますので、安心してご使用ください。 

 一つの新規 RAIDが作成されました 

RAIDを新しく構築したことを意味します。念のため RAID Manager for QBOXを用いて所定の

RAIDレベルに設定されているかをご確認ください。 
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6-4. スリープモードの設定 

 
※RAID Manager for QBOXは 3秒毎に QBOXから情報を取得して表示を更新していますので、 

入力から【適用】をクリックするまでを 3秒以内に行ってください。 

 

 

 

 

 

 

6-5. RAID リビルド優先度の設定 

 
※RAID Manager for QBOXは 3秒毎に QBOXから情報を取得して表示を更新していますので、 

入力から【適用】をクリックするまでを 3秒以内に行ってください。 

 

スリープモードを利用する場合、 
【Advanced Mode】-【RAID設定】から
行います。 
 
スリープモードに移行するまでの時間

は、【RAIDスタンバイ時間の設定】で
設定し【適用】をクリックします。 
 
スリープモードに移行させたくない場合

は、設定値を 0（ゼロ）としてください。
また、初期状態では 5分に設定されて
います。 

RAID リビルド優先度は、リビルド処理
に使用するコントローラの処理能力を

高く、あるいは低く設定するもので、 
【Advanced Mode】-【RAID設定】から
【スライダーバー】を動かして設定しま

す。 
 
【低い】側に設定すると、リビルド時間

は長くなり、【高い】側に設定するとリビ

ルド時間は短くなります。 
初期値は中間のレベルに設定されて

います。 

本製品のスリープモードは、WindowsなどのOS機能によって制御される HDD
のスタンバイ機能（電源管理）とは異なりますので、本製品がスリープモードに

移行している間に OS側からのアクセスでエラーとなる場合があります。 
あらかじめご了承ください。 
なお、スリープモードをご利用される場合は、ご使用になる OS との相性を十分
に確認した上でご利用ください。 
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6-6. ファームウェア情報と更新 

 
 

 

 
 

 

QBOX ファームウェア情報は、 
【Advanced Mode】-【ファームウェア情
報】から確認します。 

ファームウェアを更新する場合は、 
【Advanced Mode】-【ファームウェア情
報】から行います。 
 
【開く．．．】をクリックすると

「C:\Program Files\QBOX」フォルダが

開かれますので、ファームウェアファイ

ル（拡張子bin）を選択して【開く（Ｏ）】を

クリックしてください。 

 

【更新】をクリックするとファームウェア

の更新（アップデート）が開始されま

す。 
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※最後に QBOXを再起動して、ファームウェアの更新（アップデート）は完了です。 

 

6-7. その他の設定 

 
 

 

ファームウェアを更新中は、左の画面

に進行状況が表示されます。 

ファームウェアを更新が正常に終了す

ると、左のポップアップが現れますの

で、【OK】をクリックして閉じてください。

【アドバンスド RAID構成情報】の機能
は、現在ご使用になれません。 
 
設定などは行わないようにしてくださ

い。 
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付録 A. 製品仕様概要 
 

製品仕様 

モデル 4ベイデスクトップモデル 
形状 デスクトップ型 
RAIDレベル 0/1/3/5＊1/10/Combine/Clear RAID(NRAID) 

USB USB2.0/USB3.0(自動切換) 
ホストインターフェース 

eSATA 3.0Gbps(要ポートマルチプライヤ対応ホスト) 
搭載ディスク数 4*2 
ディスクインターフェース SATA 1.5/3Gbps 
電源定格 115/230VAC、50/60Hz 
動作環境 温度：10～35℃、湿度：20～80%(結露なきこと) 
外形寸法 130(W)×260(D)×185(H)mm 
重量 3.28Kg(ディスクを含まない) 
保証 1 年間無償修理（センドバックに限る） 
＊1：出荷時の RAID構成。  

＊２：本製品はホットスワップに対応していません。 

    HDDの交換は電源 OFFで行ってください。 

 

消費電力 / 発熱量 

 NQB1T4SADT （1TBモデル） 

状態 消費電力 発熱量 
最大（起動時） 98.9 W／143.3 VA 356.04 kj/ｈ 
動作時平均 40.7 W／65.7 VA 146.52 kj/ｈ 
アイドル 34.1 W／56.3 VA 122.76 kj/ｈ 
スタンバイ 10.2 W／19.6 VA 36.72 kj/ｈ 

 

 NQB2T4SADT （2TBモデル） 

状態 消費電力 発熱量 
最大（起動時） 102.9 W／149.9 VA 370.44 kj/ｈ 
動作時平均 52.4 W／82.3 VA 188.64 kj/ｈ 
アイドル 46.5 W／75.0 VA 167.4 kj/ｈ 
スタンバイ 10.4 W／20.5 VA 37.44 kj/ｈ 

 

 

 

電波障害自主規制について 

この装置は、クラスＡ情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こ

すことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

ＶＣＣＩ－Ａ 

消費電力と発熱量は、搭載するディスクの容量や種類によって、上記の値と

異なる場合があります。 
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付録 B. トラブルシューティング 
 

主なトラブルの対処方法を説明いたします。 

「故障かな？」と思われましたら、以下をお読みのうえ、記載されている対処方法をお試しください。 

 

■認識されない 

以下の点をご確認ください。 

・接続ケーブル、ACケーブルが正しく接続されているか 

・パワーLEDが正しく点灯しているか 

・eSATA I/F接続の場合、正しくドライバがインストールされて動作しているか 

・eSATA I/Fの仕様はポートマルチプライヤーに対応しているか 

・Windows XPで2TB以上のRAIDボリュームを作成した場合、OS側の仕様で認識されません。

Windows XPでご使用の場合は、2TB以下になるように RAIDボリュームを作成、または clear 

RAIDでご使用ください。 

 

■Windowsで eSATA接続時、ハードウェアの取り外しに本機の HDDが表示されない 

eSATA接続時のハードウェアの取り外しは、接続された eSATA I/Fによって可能かどうかが異な

ります。詳しくはお使いの eSATA I/Fの製造元にお問い合わせください。 

また、eSATA HDDの動作中の取り外しは、設定によってはデータの破損等につながる場合があ

りますので、弊社ではおすすめしておりません。 

 

■Mac接続時、スリープから復帰するとフリーズする 

本機はスリープに対応しておりません。スリープする前に取り外しを行ってからスリープを行ってく

ださい。同じく、Macのスリープにも対応しておりません。 

 

■RAIDの設定を変更しても設定が反映されない 

RAIDの設定を変更する際は、いちど clear RAIDモードにて RAIDの情報を削除する必要があり

ます。RAIDの設定を変更する際は、万一に備えてデータのバックアップを行ってください。 

 

■故障した HDDを交換してもリビルドが開始されない 

HDDの容量にご注意ください。HDDの容量が交換した HDDより少ない場合、リビルドを行うこと

ができません。 
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また、以前 RAIDで利用していた HDDは中の RAID情報が残ったままの場合があります。 

 例：QBOXを 2台用意して、 

  RAID5a：HDD1、HDD2、HDD3、HDD4 

  RAID5b：HDD5、HDD6、HDD7、HDD8 

このような 2台の RAID5を運用していたとします。 

 

RAID5bは利用しなくなったのでそのまま予備に回した後、RAID5aのHDD4が故障したので、使

っていない予備の RAID5bから HDDを 1台抜き出して交換したとします。 

RAID5a：HDD1、HDD2、HDD3、HDD5 

この場合リビルドが始まりません。 

 

HDD5の RAID情報がそのまま残った状態ですので、HDD5を RAID5bの RAID メンバだと認識

し、リビルドを行わないのです。 

この場合は RAID5bの方であらかじめ clear RAIDに設定して RAID情報の削除を行っておく必

要があります。 

 

 

 

 

 



Newtech Co.,Ltd. 

53 

保守・サポートについて 
 

本製品は、一年間の無償センドバック保証となっています。故障が起きた場合には、下記の【受付

方法】に従って、故障した製品と書類 2通（「障害内容連絡票」と「修理依頼書 及び 調査費/データ

消去に関する同意書」）にご記入の上、下記の送付先までお送りください。 

尚、本製品はオンサイト保守の対象外製品とさせていただきますので、予めご了承ください。 

 

【受付方法】 

▼データ消去可、データに影響しないパーツの修理をご希望の場合 

1. 装置の送付 「障害内容連絡票」と「修理依頼書 及び 調査費/データ消去に関する

同意書」に必要事項をご記入の上、以下まで障害品をお送りください。

 

送付先： 

〒247-0066 神奈川県鎌倉市山崎 1085-1 

株式会社ニューテック 大船テクノセンター 無償修理担当宛 

TEL:0467-42-3831 

↓   

2. 修理受付 

/障害調査 

障害品が弊社へ到着後、修理受付をし、障害調査を行います。 

↓   

3. 修理 基本的に無償にて行われますが、無償修理規定の範囲を超える作業

が必要な場合は、別途、作業費を申し受ける事がございます。 

↓   

4. (お見積り) 

↓ 

5. (ご注文) 

（作業費が発生する場合) 

お見積りにてご連絡致しますので、ご注文書をお願いいたします。 

この場合、以降の修理はご注文書が確認出来次第となりますのでご了

承ください。 

お見積りご検討後、見積範囲の修理はご希望されない場合は 1 ヶ月以

内にその旨ご連絡ください。 

無償修理規定範囲内にて修理を行い、機器を返却いたします。 

↓   

6. 返却 

 

修理完了後、ご指定のご返却先へ修理完了品をご返却いたします。

(宅配便使用) 

 

※「障害内容連絡票」と「修理依頼書 及び 調査費/データ消去に関する同意書」は、 

http://www.newtech.co.jp/support/system/menu/free.html 

からダウンロードできます。 
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赤字は必須項目になります。 

お客様情報

部署名

ご住所

TEL

E-Mail

ご購入代理店 ご購入日 年 月 日

機器設置場所情報 　　　○上記お客様情報に同じ　　　○右記お送り先に同じ　　　○下記の通り

会社名

お名前

ご住所

接続構成

構成図） □　　別紙添付

障害内容

年 月 日 時頃 年 月 日 時頃

年 月 日 時頃 年 月 日 時頃

状況詳細

発生時に
行われていた動作

 □　　その他 （ )

※センドバック修理の場合は、機器をお預かりしてからの見積りとなります。

〒

希望見積り内容
（複数選択可）

 □　　センドバック修理

 □　　センドバック保守契約

障害発生後の
オペレーションと
その結果

障害内容連絡票(第1.2版　11/02/01)

貴社名

お名前

FAX

〒

 使用アプリケーション

障害発生日時
（複数回の場合は
全てお知らせ下さい）

ホストマシン OS

TEL

部署名

□　直販

※出来るだけ詳しく
　　ご記入下さい。
※別紙添付でも
　 かまいませ
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赤字は必須項目になります。 

MODEL:

S/N:

延長となりました場合につきましては、別途費用を申し受けます。

　上記に関して、同意の署名を以下にお願い致します。同意のご署名がない場合は

おそれいりますが、修理をお受け致しかねますのでご了承下さい。

上記内容に同意致します。

貴社名： お名前：

修理完了品/代替品のお送り先 ○左記お客様情報に同じ　　　○お見積り先に同じ　　　○下記の通り

会社名 部署名

お名前 TEL

ご住所 〒

お見積り先(有償修理の場合) ○左記お客様情報に同じ　　　○お見積り先に同じ　　　○下記の通り

会社名 部署名

お名前 TEL

E-Mail FAX

ご住所 〒

月～金
(祝祭日を除

開始時間 時 時 分

土 開始時間 時 時 分

日祝祭日/
弊社休業日

開始時間 時 時 分

ＮＴＣ記入欄

　【重要】データ消去について

　データ消去可 ○　　データ消去不可 ○

　　　　 　 CSC担当； 修理No.

必要見積：

分　～　 終了時間

　平素よりニューテック製品をご利用頂き深く感謝申し上げます。ご依頼の機器に関する修理に際しましてご案内申し上げます。

必ず下部 データ消去不可 へチェックをお願い致します。データを消去可のお客様も、必ず消去可　へチェックをお願い致します。
こちらのチェックをお忘れになられても、保証は出来ません。ご注意下さい。　データの保存をご希望を頂いた場合、
細心の注意を払って作業を致しますが、HDDや、メモリ、テープメディア等の記録媒体を含む修理の場合、その記録データ（情報）
に関して   保証は出来ません。　可能な場合はお客様自身にてのバックアップをご取得の上、修理をご依頼下さい。

　また障害発生部品上の残存データについて、消去をご希望されるお客様へは別途『データ消去サービス（有償）』により
適切な処置をさせて頂きます。こちらをご希望のお客様は、弊社ホームページにて詳細をご案内致しておりますので、

記入日: 平成　　年　　月　　日

ご覧の上併せてご下命下さい。（http://www.newtech.co.jp/）

　尚、センドバック修理におきまして、お見積り後、お客様のご依頼により未修理にて返却させて頂く場合につきましては、

　センドバック修理の際には、検査過程にてお客様データの一部を上書き致します。データの保存をご希望のお客様は

調査費用として　\7,000～14,000.-（税抜）　を申し受けます。
　スポットでのオンサイト修理・作業の際に、現地にて再作業が必要と判断された場合や、お客様のご都合により作業時間が

分　～ 　終了時間希望作業
時間帯
(オンサイト
の場合)

分　～　 終了時間

【修理依頼書 及び 調査費/データ消去に関する同意書】

修理ご依頼製品
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